
髙橋
玉山の地域とくらしのために
まだまだ休んではおれません

〝地
域
の
声
を
こ
れ
か
ら
も
届
け
て
〟

こ
の
声
に
背
中
を
押
さ
れ
て
頑
張
り
ま
す

ふ
る
さ
と
・
玉
山

ひ
と
す
じ
に
45
年

く
ら
し
に
希
望
を

質
問
1
8
3
回

産
廃
計
画
中
止
へ

発
言
し
行
動

ス
ジ
を
通
す

人
を
こ
そ

　昔の「人頭税」のような国
保税の均等割。家族が増える
ほど増税になるのはオカシイ
と、髙橋和夫市議と共産党市
議団は「18 歳以下の子ども
の均等割を免除する条例改正
案」を提案。けれど他の大半

の議員は反対し否決してしま
いました。一方で、議員報酬
の “お手盛り” 引き上げには
大半の議員が賛成。和夫市議
と共産党市議団は反対し、税
金は市民のために、とスジを
通しています。

質問に立つ
和夫市議

　

生
出
地
区
の
「
産
廃
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
再
処
理
工
場
建
設
計
画
」
に
地
元

の
み
な
さ
ん
は
大
反
対
。
私
・
髙
橋

和
夫
は
「
地
元
の
不
安
に
こ
た
え
計

画
撤
回
を
」
と
議
会
で
く
り
か
え
し

質
問
。
こ
の
声
が
届
き
計
画
撤
回
に
。

玉
山
地
域
8
千
人
が
毎
日
使
う
水
の

安
全
が
守
ら
れ
ま
し
た
。

●
高
齢
の
方
な
ど
「
交
通
弱
者
」
が

利
用
し
や
す
い
地
域
交
通
網
を
。

●
高
齢
・
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
除
雪

対
策
の
改
善
・
強
化
を
。

●
好
摩
地
区
公
民
館
に
ホ
ー
ル
を
。

●
若
い
世
代
が
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
。

　

玉
山
の
た
め
に
な
れ
ば
、
と
毎
日

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

　

初
当
選
〈
旧
玉
山
村
議
〉
か
ら
45

年
余
。
通
算
11
期
で
本
会
議
質
問
は

1
8
3
回
に
及
び
、
「
ギ
ネ
ス
記
録
」

と
話
題
に
。
「
議
員
の
第
一
の
仕
事

は
発
言
す
る
こ
と
」
と
思
い
、
玉
山

の
声
を
届
け
続
け
て
い
ま
す
。

　

国
鉄
勤
め
の
父
の
転
勤
で
好
摩
へ
。

小
学
校
3
年
で
し
た
。
そ
の
3
年
後

に
父
が
他
界
。
母
は
、
好
摩
駅
構
内

の
売
店
で
そ
ば
を
売
っ
た
り
し
て
必

死
に
家
計
を
支
え
ま
し
た
。
私
も
高

校
を
出
た
ら
働
こ
う
と
、
父
の
後
を

継
い
で
国
鉄
に
就
職
。
同
じ
好
摩
駅

に
28
年
勤
め
ま
し
た
。

　

26
歳
で
初
め
て
、
当
時
の
玉
山
村

議
選
に
立
候
補
。
58
票
で
落
選
で
し

た
。
4
年
後
の
再
挑
戦
で
は
1
5
3

票
に
3 
倍
加
し
ま
し
た
が
及
ば
ず
。

翌
年
の
補
選
も
届
か
ず
。
次
の
年
の

村
議
選
で
つ
い
に
初
当
選
と
な
り

「
よ
し
、
こ
れ
で
よ
う
や
く
働
け
る
」

と
張
り
切
り
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ま
り
、
初
質
問
で
は
午
前

中
か
け
て
35
項
目
も
取
り
上
げ
「
長

す
ぎ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
。
住

民
の
声
を
ト
コ
ト
ン
聞
い
て
市
政
に

届
け
る—

—

私
の
議
員
活
動
は
、
こ

う
し
て
45
年
余
を
数
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

「
玉
山
の
声
を
届
け
る
和
夫
さ
ん

に
議
員
を
続
け
て
ほ
し
い
」
。
こ
の

声
を
い
た
だ
く
た
び
に
勇
気
百
倍
で

す
。
体
力
・
気
力
が
続
く
限
り
、
み

な
さ
ん
の
ご
期
待
に
こ
た
え
ね
ば
。

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
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日本共産党・髙橋和夫市議の活動、政策・主張などをお知らせします。
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●県議 6期●党県副委員長
●復興県民会議常任世話人

妻・和子

玉山のためにゼッタイ必要

こんども
 ヤッパリ髙橋和夫さん

略
歴

●1939 年生まれ●盛岡工高卒。旧国鉄に入社。好摩駅に 28 年勤務●1974
年旧玉山村議初当選。以後連続 8期。2006 年の合併で盛岡市議に。議員活
動通算 11 期 45 年余●事務所　好摩字夏間木 3-33　☎682-0838

これ
 までも

これ
 からも

変わら

ずに

実
現
へ
全
力

●好摩地区公民館にホールの整備を

●玉山地域の定期路線バスに市の補助を

●デマンドバスなど交通弱者対策を早急に

●ゴミ処理広域化の見直しを

●高すぎる国保税の引き下げを

私たちも 和夫市議と一緒にがんばりますくらしに

希望を

●市議選
◇盛岡市議
かんべ伸也

◇盛岡市議
鈴木つとむ

◇盛岡市議団事務局長
三田村あみこ

事務所
   南仙北 2-5-8
            ☎636-2571

事務所
   みたけ 3-13-28
            ☎645-7136

事務所
   東松園 2-1-1
            ☎664-1821

◇盛岡市議団長
庄子春治
事務所
   三本柳 23-9-6
            ☎614-0140

●県議選

　髙橋和夫さんは住民に
寄り添う活動をしてくれ
ております。若い人が、
地域に定着して仕事が
できるように、市街化調
整区域の見直しをしてほ
しいと思います
  櫻聖四郎〈生出地区〉

　地域のことに何事に
も耳を傾けて実行、行
動してくれる。相談の
できる人、地域になく
てはならない方、これ
からも議員活動に励ん
でいただきたい方です。
　　伊五澤　勉　
                         〈好摩 1〉

　困った時の生活相談で
は、ほんとうに助かって
います。身近に役立つ
議員としてこれからも
必要な人。全力で応援
します。
    中村  光昭　
　  〈髙橋和夫後援会長〉

　今回、地域の方々から「和夫さん元気だ
し、もう 1期やってほしい」との声を多く
いただく中で、もう 1期続けご期待におこた

えせねばと決意したことを私に言いました。そうなら
家族も、ついて行かざるをえないと、私も覚悟を決
めました。本当の「最後の挑戦」です。これまでの
多大なご支援に深く感謝申し上げ、さらなるご支援
を心よりお願い申し上げます。

　和夫さんは、いつも
地域の声に耳を傾けて
先頭に立って地域のた
めに活動しています。
これからも必要な人・
和夫さんを応援します。
　  伊藤薫　〈同級生〉

家族
   から


